
■ 出 席 報 告 ■ 大 井 委 員

【６月18日】
在籍会員 36名（内出席規定適用免除者 10名）
出席会員 30名（内出席規定適用免除者 8名）

ホームクラブ出席率 88.24％

５月28日のＭＵを含む出席率 90.63％

◇ 2013年６月25日 第1095回例会(第1094号) ◇

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

７月８日(月) 西山、北山、金馬、成松各会員
会場：関西大学千里山キャンパス

中央体育館 図書資料室
時間：19：00～20：00
７月22日(月) 移動例会

金馬、成松両会員

本日の例会

今週の歌 「 奉仕の理想 」

卓 話 「 次年度方針 」

北村(康)クラブ運営委員長

渡 辺 奉仕活動委員長

北 山 広 報 委 員 長

次回例会のお知らせ(７月２日)

卓 話 「 新年度挨拶 」

西 山 俊 明 会 長

新 井 性 哲 幹 事

前回〔６月18日〕例会記録

会長の時間 寺 井 会 長
６月15日～17日にかけて台北龍門ＲＣの13周年記

念式典に出席してまいりました。家族会員を含め16
名の参加をいただきました。６月15日(土)午前11時
50分に台北空港に到着し、そこで熱烈歓迎を受けま
した。その後、台湾料理の昼食と台湾式デザートを
ご馳走になりました。また、夕刻からはウエルカム
パーティを台北龍門ＲＣの会員が経営するロングセ
ラーバーで開いていただき、『ほったーらー』の乾
杯音頭が飛び交い、多くの台北龍門ＲＣの会員と友
好を深めることが出来ました。
翌16日(日)の午前中は、マッチンググラント事業

の視察があり有志５名で参加してまいりました。今
年のマッチンググラント事業は、台北龍門ＲＣを中
心として子クラブや友好クラブ合わせて９クラブの
拠出金により、台北市にリハビリ用のマイクロバス
１台と、ソーラー式のバス停１か所の寄贈が行われ
ました。その寄贈式は、ソーラー式バス停近くの公

園で午前10時より開かれました。寄贈式には台北市
長や第3520地区ガバナーほか関係者など約40名の出
席が有りました。
また、本番の台北龍門ＲＣの13周年記念式典は、
午後５時より台北市内の結婚式場で執り行われまし
た。例年どおり長時間の式典となり、終了したのは
午後９時過ぎでした。今年度の会長 黄培輝（P.H.）
さんから次年度会長 陳成霊（Alex）さんへの引き
継ぎ式が盛大に執り行われました。Alexさんは39歳



の若さであります。当クラブより記念品として、世
界文化遺産になることが決まっている富士山の油絵
『赤富士』を贈呈してきました。
翌17日(月)は台北市内の『故宮博物館』など数か

所を観光し、予定通りのスケジュールをこなし午後
９時過ぎに無事帰ってまいりました。参加された皆
様、本当にご苦労様でした。謝謝

次年度幹事報告 新 井 次年度幹事
◎５月度新旧合同理事会において、財政状況を考慮
し、次年度からは結婚記念日または会員本人の誕
生日のみお祝いを送ることになりました。従来の
お花ではなくお菓子のセットを手配いたしました。
奥様の誕生日のお祝いはなくなりました。ご了承
くださいますようよろしくお願いいたします。

◎次年度第１回クラブ広報委員長会議の案内
日時：７月６日(土) 14：00～16：30
場所：薬業年金会館
事前アンケートの回答と合わせて、北山委員長

よろしくお願いいたします。
◎次年度クラブ米山奨学委員長会議及びカウンセ
ラー研修会のご案内
日時：７月27日(土) 14：00～15：40
場所：ＯＭＭビル １号～３号会議室
長島委員長よろしくお願いいたします。

ニコニコ箱

赤 尾 会 員 寺井会長、成松幹事、並びに理事
役員の皆様１年間有難うございました。

今 村 会 員 台北龍門ＲＣ訪問の寺井会長始め
皆様ご苦労さまでした。又、寺井会長のすばら
しい“あいさつ”と赤い富士山の絵、永く日台
の友好の証しとして記憶に残ることと思います。

寺 井 会 員 台北龍門ＲＣ訪問ご苦労様でした。
本日の卓話よろしくお願い致します。
本日分 30,000円 累 計 1,267,000円

卓 話

「今年度事業報告」 寺 井 正 昭 会 長
庄瀬会長の後任として当クラブ23代目の会長をお

受けし、不安一杯のスタートを切らせていただきま
した。あと少し任期を残しておりますが、理事・役
員の皆様や、多くの会員の皆様のご協力によりまし
て、何とか職務を全うすることが出来そうでありま
す。有難うございました。また、事務局の濱谷さん
や成松幹事にはより一層のお世話になり有難うござ
いました。
2012～2013年度は、田中作次ＲＩ会長の『奉仕を

通じて平和を（Peace Through Service）』をテーマと
してスタート致しました。それを受けＲＩ2660地区
の高島凱夫ガバナーは地区方針を『育もう未来の力
を～飛躍～』とされました。
これらの事をふまえたうえ、吹田江坂ＲＣの2012

～2013年の目標を
① 会員の親睦を深める。
② 会員増強に努める。
③ ＦＶＰ（未来の夢計画）に参画する。
④ 寄付目標。

米山記念奨学会……２万円／１人当たり
ロータリー財団……150ドル／１人当たり
ポ リ オ 撲 滅……40ドル／１人当たり
世界フォーラム……300円／１人当たり

とさせていただきました。
それでは、それぞれについて検証していきたいと

思います。
① 会員の親睦を深める。

これには、家族会・同好会等を通じて家族を含
めた会員の相互の親睦を深めることを目標といた
しました。８月の夏の家族会は約70名の参加の下、
ホテル『太閤園』ガーデンホールで開催され、
AKB48をもじったESK53の手作りのアトラクショ
ンで会場は大いに盛り上がりました。クリスマス
家族会は、12月にユニバーサルスタジオ・ジャパ
ンを会場に、早朝より各アトラクションを楽しん
だ後、夕刻より『ステージ33』を借り切り、滅多
に見られない素敵なクリスマスショーを堪能致し
ました。118名の多数の参加をいただきました。
４月には西山会員の提案により第１回ハイキング
同好会が開催され、６名の参加でしたが、初回と
いう事で初心者向きの『能勢妙見山』を登りまし
た。今後も継続して開催されますことを期待して
おります。５月には広島平和フォーラムへの出席
を急遽変更して、８名参加の下、広島の世界遺産
『宮島・厳島神社』への小旅行を実施致しました。



６月には久し振りの旅行同好会が開催され、17名
の参加で60年ぶりの遷宮で賑わう『出雲大社』と
『足立美術館』に行ってまいりました。また、今
月26日には、これも久し振りのゴルフ同好会が開
催される予定になっております。また、情報集会
は９月に『ニューミュンヘン本店』で、１月に
『和・ビストロ桂』で、そして６月に新地の『石
和川』と予定通り３回実施致しました。このよう
に活発に行事を行えましたのは、山 クラブ運営
委員長、西本親睦活動委員長をはじめ、各委員の
皆様や同好会幹事の皆様のお蔭と感謝いたしてお
ります。有難うございました。

② 会員増強に努める
地区目標の６％純増を受け、当クラブは２名純

増と退会防止に努めることを目標としました。会
員増強特別委員会を設置し、会員増強に鋭意努力
いたしましたが、目標の達成には至りませんでし
た。38名でスタートしました会員数は、現時点で
は２名の退会により36名になってしまいました。
申し訳ございませんでした。地区では６％増で地
区会員総数を3,900名にするということで『プロ
ジェクト3900』をテーマとして目標を掲げました
が、現状では２％ほどの増加に終わりそうであり
ます。厳しい状況が続くものと予想されます。

③ ＦＶＰ（未来の夢計画）に参画する。
ロータリー財団が2017年に100周年を迎えるに

当たり従来のプログラムに変更が加えられ、新た
に2012年～2013年にＦＶＰ（未来の夢計画）のプ
ログラムがスタートする事になりました。今年度
が計画年度となり次年度がその実施年度になると
のことでした。当クラブも当然にして、そのプロ
グラムに参画するものとして７月の理事会でＦＶ
Ｐ特別委員会の設置等を検討いたしました。しか
し、新しくスタートしたプログラムがあるうえ、
その概要も把握できていない状況であり、10月に
その研修会があるとのことでしたので、その後で
検討することといたしました。その研修会のあと、
12月の理事会で検討いたしましたが、当クラブは
２年後に25周年事業を控えており、その事業に合
わせて計画する方が良いのではとの意見が出され
ました。審議の結果、計画年度を次年度に先送り
し、周年事業と合わせて検討することとなりまし
た。

④ 寄付目標
米山記念奨学会
１人当たり２万円の目標を達成致しました。

ロータリー財団

１人当たり150ドルの目標を達成致しました。
ポリオ撲滅
１人当たり約40ドルの目標を達成致しました。

世界平和フォーラム（広島）
１人当たり300円の目標を達成致しました。

ご協力ありがとうございました。
⑤ その他
2012～2013年度ＧＳＥドイツハンブルグチームの
ホームスティの受け入れをいたしました。
世界平和フォーラム（広島）に関大ＲＡＣより３
名出席させました。

＝ 米谷正夫会員をお訪ねして ＝
６月18日の例会終了後、寺井会長、芳賀
パスト会長、渡辺パスト会長、西山次年度
会長、成松の５名で米谷正夫会員を訪ね懇
談をしてまいりました。
現在でもいくつかの公職につかれ、講演
もされることもあるそうです。足腰が自分
の思うようにならず、例会の欠席を詫びて
いらっしゃいましたが、吹田江坂ＲＣの会
員である心とクラブを愛する気持ちは人一
倍強く、楽しく色々なお話を伺うことがで
きました。
次年度は、何回かの例会にクラブメン
バーが送迎し例会に出席して下さるようお
願いし、それを快諾いただき固い握手をし
て別れました。 (成松)


